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論文内容の要旨
【目的】混熱併用欣射線療法は難治件ー癌に対して令ー効である。しかし一般に用いられているRF誘電型加温
による外部加温では、皮下脂肪の発熱による患者の苦痛が大きく、十分な加温は容易ではない。 ブj組織
内加端では局所加胤は容易であるが、広い範聞を均一に加温することは難しl'o外部加楓と組織内加掃の
長所を生かし、かっ組織内照射にも同時に利則できる新しい加温室!を開発した。この加温室|の特徴を検討
しfこ。
【加温原理】 2枚の電械に被加温体を挟み、アースされた令属(加温針)を刺入した状態で高周波電圧を
印可する。加i~針は陰電械として作用し、加温針周囲への電流が収東し、ジュール熱によって局所の温度
が上昇する。この加温針を用いた抗ド誘電型加ja方式は外部加温と組織内加漏のハイプリ"/ト型のーっと考
えられる。
【材料】加温針はマイクロセレクトロンHDR(小線源治療装置)用組織内刺入針の先端金属部分(加海部
分)を除いてテフロンコーティングまたはプラスチックチューブを用いて絶縁を施し、尾部はアースした。
加温装置としてThermotron-RF8を使用した。被加担体として筋肉等価寒天ファントムを用いた。
【方法】加温針先端金属部分の長さ及び加温針の本数を変化させて、温度上昇を銅・コンスタンタン熱電
対温度計で測定した。出力を一定とした時、可変コイル使用による電流・電圧・温度上#を測定した。また
複数の加温針を用いて、可変コイノレ使用の有無による各針の温度上封と加温範囲を調べた。加温範凶につ
いてはサーモグラフィを用いて検討した。
【結果】加温針先端の金属部分周聞に良好な加温が得られた。加温針の金属部分の長さに応じて加温され
る長軸方向の長さは変化するが、憤万向の加温範囲はほぼ一定であった。複数の加温針を組み合わせるこ
とにより、加温範閉をf王監に変更できたじまた、加温針ごとに電力を制御できる可変コイルを使用するこ
とにより、複数の加温針を用いても均一な加温がロJ能であった。
【結語】新しい加温針は、それ臼体が組織内刺入針として利用できるため、一回の刺入で組機内加温と組
織内照射を行うことができる。また、複数の加温室|を組み合わせることにより、正常組織への影響を忌小
にしつつ、開鎮の形状に一致した照射と加温が可能である。
論文審査の結果の要旨
温熱併用放射線療法を問的として、組織|付照射併用組織l付加温のための新しい加温針を開発し、この加
温針の性能について検討したっ
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2枚の電極に被加温体を挟み、アースされた金属 (加温針)を刺入した状態で高周波電圧を印可するυ
加温針は陰電磁として作用し、加温針周囲への電流が収束し、ジュール熱によって局所の温度が上昇する。
加祖針は組織内照射用組織内刺入針の先端金属部分(加温部分〉を除いて絶縁を施し、尾部はアースし
た。加祖装置は泡熱療法装置Thermotron-RFちを使用し、被加温体には筋肉等価寒天ファントムを用いた。
加温針の金属部分の長さ及び加温針の本数を変化させて、温度上昇を鋼・コンスタンタン熱電対温度計で
測定し、サーモグラフィ'を用いて加温範囲を検討した。
加温針先端の金属部分周開に良好な加温が得られたc 加温針の金属部分の長さに応じて加温される長軸
方向の長さは変化するが、横方向の加温範囲はほぼー定であった。複数の加温針を組み合わせることによ
り、加温範囲を任;患に変更できた。また、加温針ごとに電力を制御できる可変コイルを使用することによ
り、複数の加温針を用いても均一な加温が可能であった。
新しい加瀬針は、 一回の刺人で組織内加温と組織内照射の両方を行うことができ る。また、複数の加温
針を組み合わせることにより、正常組織への影響を最小にしつつ、腫携の形状にー致した照射と加温が可
能であった。
以 kの結果より本研究は、難治性癌に対する温熱併用放射線療法を簡便に行う技術を開発したものであ
り、博士(医学〉の学{l!.を慢与するに備するものと判断された。
-400-
